
ＣＳＶデータからからからからエクセルへのへのへのへの転記がとってもがとってもがとってもがとっても簡単に！

Ｅｘ転記  Ver 1.0  （エクステンキ）

事務作業の合理化ツール

簡単
ＥｘＥｘＥｘＥｘ転記転記転記転記の設定はとっても簡単。
ピボットテーブル、マクロ（VBA)、ク
エリーなどの知識は不要です。

便利
ＥｘＥｘＥｘＥｘ転記転記転記転記は転記先のエクセルの
セルに直接転記するので、
エクセル上の設定は残ったまま。
だから、とても便利。

詳詳詳詳しくはしくはしくはしくは裏面裏面裏面裏面へへへへ

アッという間
ＥｘＥｘＥｘＥｘ転記転記転記転記の転記スピードや
設定作業の早さをぜひ体感して
ください。

Ｅｘ転記の機能と特徴

３３３３次元次元次元次元のののの転記転記転記転記

マクロ組んで、ピボットテーブルで集計して…
え～っと、次は何をやるんだっけ？？？
こんなに苦労して作っても、少ししたら項目が
増えたなんて言われるしなぁ

Ｅｘ転記なら設定や登録内容の変更も簡単。
本来やるべき作業ができるようになりました！

ＣＳＶデータを貼り付けたら、色も計算式も
何もかも無くなるなんて信じられない！！
マクロを使えですって！？
あ～ぁ、どっかに簡単なソフトないのぉ？？

ＥｘＥｘＥｘＥｘ転記転記転記転記をををを導入導入導入導入したらしたらしたらしたら楽勝楽勝楽勝楽勝ねねねね！！！！

転記転記転記転記するするするする位置位置位置位置をををを検索検索検索検索

ＣＳＶＣＳＶＣＳＶＣＳＶデータデータデータデータをををを自動解析自動解析自動解析自動解析

「「「「そのそのそのその他他他他にににに転記転記転記転記」」」」でででで集約集約集約集約

転記位置転記位置転記位置転記位置をををを簡単簡単簡単簡単にににに変更変更変更変更

部分参照部分参照部分参照部分参照・・・・対象対象対象対象データデータデータデータ指定指定指定指定

Ｅｘ転記は転記するシート・行・列を自由に決定する事ができ、シートの追加もEx転記が行います。
３次元の集計（『月別・支店別・商品分類別』など）の資料も簡単に作成できます。

Ｅｘ転記はテンプレートのエクセル上から転記する位置を探し出す事ができます。
コード（数字）だけでなく名称（文字）での検索も可能。設定作業を大幅に簡素化します。

元となるＣＳＶデータがあれば、レイアウト設定は半ば終わったも同然。
Ｅｘ転記がＣＳＶデータを解析して項目名や属性・桁数などのレイアウトを自動設定します。

「東京」「大阪」「それ以外の都市」といったクエリでは難しかった設定も簡単。
転記位置が見つからない場合に「その他」として転記する事ができます。

転記する項目（行や列）が増えても安心。
「○行ずらす」「○列右に移動」などの指定で簡単に設定変更ができます。

キーとなる項目の一部を利用する部分参照機能や転記対象データを絞り込む
対象データ指定を標準装備。設定作業だけでプログラムを作ったように動作します。

Ｅｘ転記はＣＳＶデータの１レコードをエクセルの特定のセルに自動的に転記したり集計を行います。
だからピボットテーブルやマクロを使わずに様々な集計表や一覧表が自由自在に作成できます。
取引先のＷｅｂサイトやメール添付で送られてくるＣＳＶデータの自社内での利用のための加工、
基幹システムのデータの有効活用にご利用頂ける新しい業務パッケージです。



 Ｅｘ転記の基本機能  Ｅｘ転記の動作環境
ＣＳＶファイルのExcelへの転記  Windows XP (ServicePack 3 以降)
・マスタを参照して決定する（シート決定マスタ）  Windows Vista (ServicePack 1 以降)
・キー項目の値をシート名とする  Windows 7
・テンプレートシートに直接転記する  512MB以上を推奨（Windows XPの場合)
・マスタを参照して決定する（行決定マスタ・列決定マスタ）  1GB以上を推奨（Windows Vista以降)
・シートを検索して転記位置を見つける  Excel 2003 , Excel 2007 のいずれかが必要
・「その他」に転記する（その他となった項目のﾘｽﾄｱｯﾌﾟも可能）  USBポート必須（動作時にUSBポートを１つ専有します）
・無視して続行する ※ Excelに関する制限事項等

・エラーとして中断する ・Excel 2002以前のバージョンには対応しておりません。

１つ（数値項目に限定） ・Excel 2003 では列数は256列、行数は65536行まで制御可能です。（Excelの制限に依存します）

※次期バージョンにて複数項目の転記に対応を予定しています。 ・Excel 2007 では列数は16384列、行数は1048576行まで制御可能です。（Excelの制限に依存します）

対象条件(３種類)・読み飛ばし条件(３種類)のいずれかが指定可能 ・シート数は両バージョンを通じてお使いの端末でExcelが利用できるメモリ量に依存して変動します。

・文字項目の場合「ｎバイト目からｍバイト」の指定が可能 ・Excel 2003がインストールされた端末で Excel2007形式ブックへの転記も可能ですが、

・数字項目の場合「下ｎ桁」の指定が可能   その場合、Microsoft Office 互換機能パックが必要となります。（Microsoft社のサイトより入手できます）

・日付項目の場合「年月のみ」「月日のみ」「年のみ」の指定が可能   互換機能パックを利用した場合の列数、行数の制限は Excel2003 に依存します。

※ Microsoft、Windows、Windows Vista、エクセル及びExcel は米国Microsoft社の米国及びその他の国における登録商標または商標です。 ※ 商品の仕様及びデザインは改善のため予告なく変更する場合があります。

■開発元 ■販売元

株式会社エクサス

〒135-0034 東京都江東区永代１－９－２ ＫＳ３ビル３Ｆ

TEL：03-3643-4817  FAX：03-3643-4815

担当：松崎

転記位置がない場合

転記可能な項目

対象データの絞込み

キー項目の部分参照

http://www.exsas.co.jphttp://www.exsas.co.jphttp://www.exsas.co.jphttp://www.exsas.co.jp

動 作 Ｏ Ｓ

メ モ リ

Microsoft Excel
そ の 他

基本機能

シートの決定方法

行・列の決定方法

一般的な売上データＣＳＶを月別・支社別・商品分類
別の表に転記する方法を例とします。

【この転記での必要な事項】
・シートは年月単位に作成する
・支社コードで転記する行が決定する。
・商品分類で転記する列が決定する。
・転記するのは金額である。

まず、転記対象となるＣＳＶデータとテンプレートとなるエク
セルブックを準備し、どの項目が行・列（またはシート）を決
定するのかを事前に決めておきます。

Ｅｘ転記の動作例

・シートは年月ごとに分けられて作成されています。
   また「その他」に分類されたもののリストも別シートとして作成されています。
・行・列が決定され、金額が転記されています。
・分類コードがシート上に無かったものは「分類外」列に転記されています。
   支社コードがシート上に無かったものは「その他支店」行に転記されています。
・セルの背景色や集計などの計算式は残ったまま転記されます。

Ｗｅｂで更に詳しく

Ｅｘ転記に定義

テンプレートとなるシート
背景色や計算式をあらか
じめ登録しておきます。

転記したいＣＳＶファイル

設定画面の詳細についてはＷｅｂサイトをご覧頂くか、
お問い合わせください。


